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1. はじめに 
 我が国では、少子高齢化が声高に叫ばれる中、2000
年代後半にはついに全国人口が減少に転じた。2009 年

の総人口に占める高齢化率は 22.7％にも及び今後も増え

続けることが予想されている。また、高齢化問題だけで

なく、都市構造の変化も同時に起こっている。自動車の

普及に伴う都市の郊外化によって中心市街地は衰退して

おり、高度成長期に郊外部を中心に建てられた団地は一

斉に老朽化がはじまり、それと同時に団地に移り住んで

いた世代は一斉に高齢化を迎える。したがって、今後は

空き家が急激に増加することも予想されることから、こ

れまでの市街化拡大を基調とした開発から、市街地縮退

を前提とした都市政策へのシフトが必要となってきてい

る。 
 そこで本研究では、高齢化が進む典型的な地方都市で

ある帯広市を対象として、国勢調査及び都市計画基礎調

査データを用いて人口と建築物の関係に着目して分析を

行う。具体的には、都市計画基礎調査データの小ゾーン

毎に 2035 年までの将来人口の推計を行い、さらにその

ゾーンに対応している建築物の築年齢も合わせて推計を

行い、高齢者が増加する地区と古い建物が増加する地区

を合わせて予測することで、今後の帯広市における都市

政策について検討することを目的とする。 
 
2. 対象都市及びデータ 
2.1 対象都市の概要 

帯広市は北海道東部の十勝平野に位置し、人口は既に

2000 年をピークに減少期を迎え、同時に高齢化も進行

していることが問題となっている。また、他の地方都市

と同様に、都市の郊外化や、それに伴う中心市街地の衰

退、空き家の増加などが起こっている。以下、図－1 に

帯広市における用途地域を示した。 
 

 

 
図－１ 帯広市の用途地域 

2.2 都市計画基礎調査について 
 都市計画基礎調査とは、都市計画法 6 条に規定された

「都市計画に関する基礎調査」であり、概ね 5 年ごとに

国土交通省令で定める事項について、都市計画区域の現

状及び将来の見通しを調査するものであり、ここには帯

広圏のおよそ 54000 戸の建築物に関するデータや土地利

用に関するデータが入っている。本研究ではこのデータ

を用いて、人口分布の将来推計と合わせて帯広市の考察

を行っていく。 
今回使用する都市計画基礎調査は平成 21 年（2009 年）

実施されたものを使用している。それにあわせて人口デ

ータは平成 21 年 12 月のものを使用している。 
 

3. 帯広市の現状 
表－1 には都市計画基礎調査のデータと人口データか

ら得られたものを示す。日本の高齢化率は 2009 年の段

階で 22.7%であり、帯広市の方がわずかであるが低いこ

とがわかる。築年数は全国平均で 18.5%である。帯広市

では平均地区年数だけをみると古い建物が多い。本研究

では都市計画基礎調査のゾーンに含まれている人口や建

物数を利用したため、総人口や建築物数が公表されてい

るものより小さい値となっている。 
表－1 

 
 

4. 人口分布の将来予測 
図－2 には 2009 年時点における年次ごとの新規建築

物数（左）と出生数（右）の関係を示した。図を見ると、

1970 年以降の出生数と建築物数には同じ減少傾向が見

られるものの 1970～1980 年代に数多く建てられた戸建

住宅が築 30～40 年を迎えることを踏まえると今後空き

家が増えることが懸念される。さらに人口減少、そして

高齢化が進むことを考慮すると、建て替えだけでなく、

市街地の縮退についても議論が不可欠といえる。 

 
図－2 帯広市の各年出生数と建物数 
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5.2 分析結果
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